感染対策管理委員会議事録

日時　：　2012年　7月　12日（木）　15：30～　16：25
場所　：　青南病院　2階会議室

司会　：　佐藤　志穂　　　　　　　　　記録者：　天間　静香
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　1.感染者・感染症状のある患者様の状況報告　
【　東病棟　】　Ｂ型肝炎（＋）1名，ＭＲＳＡ（＋）2名，

発熱者2名（37℃台），下痢，嘔吐者なし

【　西病棟　】　Ｂ型肝炎（＋）1名，発熱・下痢・嘔吐者なし

【　北病棟　】　梅毒2名，発熱者1名(気管支炎疑い。現在は解熱)， Ｂ型肝炎（＋）1名

下痢，嘔吐者なし

【　南病棟　】　Ｂ型肝炎（＋）1名(2名)，Ｃ型肝炎（＋）2名

発熱者2～3名（現在は解熱）
【　青陽館　】　発熱者，下痢，嘔吐者なし。Ｃ型肝炎（＋）1名(7月からの利用者)

【　南山苑　】　Ｂ型肝炎（＋）1名，Ｃ型肝炎（＋）2名，嘔吐なし

発熱者1名（37℃台。クーリングにて解熱），褥瘡4名

【　南陽館　】　発熱者3名（当日のみ），褥瘡3名，梅毒1名，褥瘡3名

　　　　　　　　下痢，嘔吐者なし

　2.サーベイランス入力について　
　6月分が入力されていなかった部署：南病棟、北病棟、外来

　入力されていなかった部署は必ず入力して下さい。

　7月分も継続して入力をお願いします。

　3.施設巡視（7月実施分）について　
　巡視施設：病院

　担当者：村田さん、荒屋さん、木村さん、佐藤委員長

　8月下旬に医療機能評価受審する為、詳細に点検していきます。

　4.感染対策マニュアルの見直し　

　・抗菌薬使用指針：薬剤名一部変更しています。

　・麻疹・風疹・ムンプス：麻疹が疑われる場合の対応手順、麻疹・水痘・流行性耳下腺炎が疑われる患者が来院した場合の外来におけるトリアージについて変更しています。

　・感染発生治癒報告書：Q.南山苑ではSGMに提出するが、委員へ戻ってくることがある。病院では委員が各管理者に提出しているのか？

　　　　　　　　　　　　A.各病棟のSGMに提出し、SGMからAOMに提出している。
・ＭＲＳＡ：ＭＲＳＡ(＋)の患者が使用した食器は消毒しなくてもよいとのことで、その部分を訂正しています。検査は3回となっているが状況によって異なるため、変更していません。

・疥癬：入浴後の清掃について、予防的治療について、治療の注意点と治療判定の注意点、丘疹・結節の好発部位のイラストを追加しています。

・針刺し事故防止対策：セーフティ翼状針の取り扱いの追加、とぐろを巻いている→菅が長いために訂正しています。

・感染症と分類：ＳＡＲＳがＨ24年4月施行から抜けているため、訂正しています。また、鳥インフルエンザ(Ｈ5Ｎ1)を除いていることに対しての説明文を追加しています。

・梅毒：疾患の説明文を追加しています。

・ＨＩＶ：消毒濃度はＢ型肝炎と同じ濃度でよいとのことで変更しています。(5％→0.01～0.02％)

・創消毒処置：使用器具の消毒液について変更しています。新たな消毒方法があれば、追加していきます。

・結核：結核が疑われる場合の対応手順、結核が疑われる患者が来院した場合の外来におけるトリアージ、結核患者を他院へ紹介するまでの間の個室への収容手順について追加しています。

・インフルエンザ：早期発見・隔離などについての対応手順、インフルエンザが疑われる患者の対応手順、インフルエンザ抗原検査の実施基準について追加しています。

その他のマニュアルは特に変更はありませんでした。

各々、イラスト・図・表などを追加する場合は今月中におねがいします。

＜次回開催日：8/9（木）15：30～＞

